
学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 １年 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標
・ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

（１）美容師の守るべき義務（２）美容師に対する⾏政
処分（３）管理美容師

美容師の負う義務を知り、違反の場合どの処分がだ
されるかが理解する。管理美容師の仕事内容・資格
の取得⽅法など体系的に把握できる。

（１）美容所の開設（２）⽴⼊検査 美容所の開設の⼿順を説明できる。さらに開設後に
⾏われる検査について説明ができる。

（１）開設者が負う義務（２）美容所以外の美容業 開設者が負う義務とそれに対する処分を理解する。
美容所以外で美容業ができる場合を説明できる。

教科書（関係法規・制度 公益社団法⼈⽇本理容美容教育センター）
理容師法・美容師法関係法令集

問題演習４ 総合問題・横断的な問題を中⼼に、正確な知識をも
とに正答を導くことができる。

美容師法の知識を正確に取得し、国家試験に対応できる実⼒をつける。法律が適⽤される場⾯を想
定し、条⽂の意味と「なぜ」この条⽂が設けられているか、説明することができる。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

職業実践専⾨課程 美容科 宗像

関係法規・制度

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

問題演習１ 美容師免許の問題を中⼼に、正確な知識をもとに正
答を導くことができる。

問題演習２ 美容所開設の問題を中⼼に、正確な知識をもとに正
答を導くことができる。

問題演習３ ⾏政処分・罰則の問題を中⼼に、正確な知識をもと
に正答を導くことができる。

関連法規その１（⽣衛法） ⽣衛法が何を規定しており、どのような制度が⽤意
されているかを説明できる。

関連法規その２（労働法・⽇本政策⾦融公庫法）
美容師が労働者としてどのように法律に守られてい
るか、資⾦調達の際、⽇本政策⾦融公庫にはどのよ
うな制度が⽤意されているか説明できる。

関連法規その３（顧客に関する法律） 美容師・経営者として関わる顧客に関してどのよう
な法律が⽤意されているか説明できる。

（１）⾏政処分・罰則
誰がどのような違反をすると誰からどの処分が出さ
れるか、正確に答えることができる。⾏政処分と罰
則の違いがわかる。

（１）⾏政機関・保健所・衛⽣⾏政
（２）美容師法の知識のまとめ・総整理

保健所がどのように美容所に関わっているかを説明
できる。国試に向けて、美容師法の内容を総整理
し、美容師法の内容を説明できる。

法律が美容業・美容師とどう関わるのか具体的事例を通じて学ぶ。国家試験に合格できる⼗分な⼒
を得るための正確な知識を習得する。暗記に頼らず「なぜ」法律にこう規定されているのか、⾃ら
考える⼒をつけることを意識し、社会に出た際に直⾯する問題にも対応できるように学んでいく。

学習内容 各回の到達⽬標

（１）法制度の概要・法とは何か（２）美容師免許の取
得⽅法

法律とは何かを説明できる。美容師は法律とどう関
わりを持つのか、法律の存在意義を知る。美容師免
許を取得するまでの過程を説明できる。

（１）⽤語の定義（２）美容師免許制度
法律上「美容」や「美容所」がどういう意味である
かを的確に説明できる。美容師免許の取得後の扱い
について説明できる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

〔公衆衛⽣ 第２章 第２節〕 保健 各種保険・介護福祉サービス・精神保健福祉につい
て、理解する。

〔環境衛⽣ 第１章 第1節〕概要・⽬的・意義
〔環境衛⽣ 第１章 第2節〕空気環境

空気成分や有害物質、照明や冷暖房について学び、
⽇常⽣活に役⽴てられる

〔環境衛⽣ 第１章 第3節〕⾐服・住居の衛⽣
〔環境衛⽣ 第１章 第4節〕上下⽔道と廃棄物

上下⽔道、廃棄物について理解し、⽇常や美容所内
での取り扱いを理解する。

⽇常⽣活及び美容所内での公衆衛⽣及び環境衛⽣（意義・空気環境・上下⽔道）についての知識を
習得し、美容師国家試験（公衆衛⽣・環境衛⽣）レベル問題6割以上の得点を取ることが出来る

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価す
る。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター「衛⽣管理」、配布プリント

衛⽣⾼等課程 美容師科 關⾕

衛⽣管理（公衆衛⽣・環境衛⽣）

2026年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

美容師として、美容所が公衆の場であるということを理解し、公衆衛⽣の向上の必要性を理解するとともに、
国家試験において必要な知識を習得する

学習内容 各回の到達⽬標

〔公衆衛⽣ 第１章 第1・2・3節〕 公衆衛⽣の意義・発展
の歴史

公衆衛⽣の歴史及び業績のある⼈物について学び、
公衆衛⽣の必要性を理解する

〔公衆衛⽣ 第１章 第3・4節 第2章 第1節〕
美容師と公衆衛⽣・保健所 保健（⺟⼦保健）

美容師と公衆衛⽣の歩み、美容所と関わりの深い保
健所の役割や多岐にわたる事業内容を理解する。更
のその中の⺟⼦保健の知識を理解する。

〔公衆衛⽣ 第２章 第１節〕 保健
様々な統計を読み取り、我が国の抱えている問題を
認識する。⺟⼦保健・⽣活習慣病・⾼齢者保健につ
いて理解する。

〔公衆衛⽣ 第２章 第２節〕 保健 ⽣活習慣病に関する知識を深める



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（15）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 佐藤

感染症発⾒の歴史
感染症法上の分類

感染症発⾒にかかわる⼈物と功績を理解
する。感染症の分類と就業規制等を理解
する

２０２６年度 実施時期

衛⽣管理（感染症）

微⽣物の増殖と環境について学ぶ 微⽣物の⽣活環境について理解する

病原微⽣物の種類と構造 微⽣物の構造を理解する

学習内容 各回の到達⽬標

衛⽣管理（感染症）の授業を通じて美容師に必要な感染症について学ぶ

講義 単位数
（時間数）

⾎液等を介して感染する感染症について学ぶ
動物・節⾜動物を介して感染する感染症について学ぶ

動物・節⾜動物・⾎液等を介して感染す
る感染症について理解する

空気・⾶沫を介して感染する感染症について学ぶ
飲⾷物を介して感染する感染症について学ぶ

空気・⾶沫・経⼝感染の感染症について
理解する

常在細菌叢と免疫と予防接種
感染症発⽣の要因と予防について学ぶ

常在細菌叢のはたらきと免疫について理
解する

微⽣物の病原性と⼈体の感受性
汚染・感染及び発病

病原性と⼈体の感受性の相互関係を理解
する

⽇本理容美容教育センター 衛⽣管理

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価す
る。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

感染症法上の分類や病原微⽣物の特徴について説明できる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 １ 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（15）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 ⼯藤

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

公益社団法⼈⽇本理容美容教育センター【衛⽣管理】

〇科学的消毒法
・アルコール系
・次亜塩素酸ナトリウム
・界⾯活性剤（逆性⽯けん・両性界⾯活性剤）
・グルコン酸クロルヘキシジン
・その他の消毒

・理学的消毒法と科学的消毒法の種類と⽤途と
効果を理解し、適切な消毒⽅法を選定する⽬安
がわかるようになる

・すぐれた消毒法の条件と消毒を⾏う際の注意事項
・各種消毒薬 ・器具の使い⽅
・各種消毒薬希釈法

・消毒薬の希釈に⽤いる器具の扱い⽅を理解
し、正しく使⽤することが出来るようになる。
・消毒薬を希釈する際の濃度計算が出来るよう
になる

・３の消毒薬の特⻑と希釈⽅法の復習
〇美容所の消毒の実際
・美容所の清潔法の実際

・美容所の消毒設備と消毒物件に適した消毒⽅
の選定と注意点が説明できるようになる
・美容所の清潔保持のために実施すべき消毒法
を説明できるようになる

・衛⽣管理要領を理解し、具体的な対応と対策
を説明することができるようになる

・⾝近な衛⽣管理実践例
・実際の美容所における消毒の実際
・消毒の基礎知識と意義
・美容業務と消毒との関係
□⼩テスト

・美容業・美容所における消毒の必要性を認識
し、消毒の意義・原理・定義を述べることがで
きるようになる
・消毒に関連のある美容師法関係法令を⼗分理
解し、消毒を怠った場合の危険性と責任につい
て述べることができる

〇消毒法と適応上の注意
・消毒の種類と消毒に必要な条件
・病原微⽣物の抵抗⼒
・消毒薬・消毒薬使⽤液の使⽤、保存上の注意
〇消毒法各論
・理学的消毒法（紫外線消毒、煮沸消毒、蒸気消毒）

・理学的消毒法と科学的消毒法の種類と⽤途と
効果を理解し、適切な消毒⽅法を選定する⽬安
がわかるようになる

２０２６年度 実施時期

各回の到達⽬標

単位数
（時間数）

美容業務及び関係法規と消毒との関連を理論的に理解し、美容所における清潔の保持と適切な消毒
⽅法を選択出来る知識と技術を⾝に付け、客や美容師⾃⾝を感染症から守る意識を醸成する。

学習内容

・美容業における消毒の必要性・重要性を関連法規と連動して理解できる
・状況や消毒物件に応じた消毒⽅法・消毒薬の選定と希釈⽅法を実践することができる
・⾃⾝や客への感染症予防の為の衛⽣措置を理解し、実践することができる

〇確認問題（前回復習）
・第４編１章〜第５編２章（すべて）の範囲の振り返り

・70点以上を取り、学科試験対策とする

学科試験

〇美容所における衛⽣管理要領
・⽬的〜衛⽣的取り扱い
・消毒〜⾃主的管理体制

衛⽣管理
（衛⽣管理技術・衛⽣管理の実践例）

講義



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1年 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（15）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

講義 単位数
（時間数）

⼈体の解剖（特に胸部〜頭部、顔にかけて）構造、仕組み、働きを理解する

学習内容 各回の到達⽬標

美容保健を学ぶ意図を知り、頭部顔部頸部の構成及び名称について学ぶ 美容師理容師が⼈体を学ぶ意味を理解できる

⾻の構造と働き、名称について学ぶ（第２章） ⾻格器系の役割を理解できる

筋の構造と働き、名称について学ぶ（第３章）
⾻格器系との関連性を知ったうえで、筋系の役割を
理解できる

神経系の仕組み働き、感覚器の特徴とそれぞれの関連性を学ぶ （第
４・５章）

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

保健

神経系の特徴の理解と感覚器系との関連性が理解で
きる。 体を動かす仕組みがわかる

⾎液、循環器系の仕組みと働き、役割について学ぶ（第６・７章） ⾎液、循環器系の仕組みと働き、役割が解る

消化器系の仕組みと名称役割を学ぶ（第９章） 消化器系の仕組みと名称役割が解る

呼吸器系の仕組みと働きを学ぶ/⼈体のまとめ（第８章） 呼吸器系の仕組みと働きが解る

職業実践専⾨課程 美容科 松⼾

保健（⼈体）

２０２６年度年度 実施時期

⼈体の解剖（特に胸部〜頭部、顔にかけて）構造、仕組み、働き専⾨⽤語の理解ができ、美容師と
して現場の施術に⽣かせるようになる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1年 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（15）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋

保健（⼈体）

２０２６年度 実施時期

⼈体の解剖（特に胸部〜頭部、顔にかけて）構造、仕組み、働き専⾨⽤語の理解ができ、美容師と
して現場の施術に⽣かせるようになる

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

保健

講義 単位数
（時間数）

⼈体の解剖（特に胸部〜頭部、顔にかけて）構造、仕組み、働きを理解する

学習内容 各回の到達⽬標
【第1章】頭部、顔部、頸部の体表解剖学
1項：⼈体各部の名称
2項：頭頚部の体表解剖学
【第2章】⾻格器系
1項：⾻の種類と構造
2項：⾻の連結
3項：⾻格器系とそのはたらき

美容保健を学ぶ意図を理解し、⼈体の各部の名称、
⾻⾓器系の種類と構造、はたらきを理解し、説明す
ることができる。

【第5章】感覚器系
1項：視覚
2項：聴覚
3項：平衡感覚
4項：味覚
5項：嗅覚
6項：⽪膚感覚

感覚器のそれぞれの名称、はたらきを理解し、説明
することができる。

【第6章】⾎液と免疫系
1項：⾎液のあらまし
2項：免疫のあらまし
3項：アレルギー
【第7章】循環器系
1項：⼼臓のあらまし
2項：⾎液循環のしくみ
3項：⾎液の循環経路
4項：リンパ管系の仕組みとはたらき

・⾎液、免疫、アレルギーの特徴、はたらきを理解
し、説明することができる。
・⼼臓、⾎液循環、リンパ管系の仕組みとはたらき
を理解し、説明することができる。

【第8章】呼吸器系
1項：呼吸器系のあらまし
2項：気道
3項：肺のしくみとガス交換
4項：呼吸運動

呼吸器系の名称とはたらきを理解し、説明すること
ができる。

【第9章】消化器系
1項：消化器系のあらまし
2項：消化管のしくみ
3項：消化管のはたらき
4項：消化管と物質代謝

消化器系の名称としくみ、はたらきを理解し、説明
することができる。

【第1章】〜【第9章】までのまとめ
各章ごとの国家試験に特化した内容の解説

保健(⼈体)の全範囲を理解し、国家試験問題を解くこ
とができる。

【第3章】筋系
1項：筋の種類と特徴
2項：主な⾻格筋とそのはたらき
3項：表情筋と表情運動
【第4章】神経系
1項：神経系の成り⽴ち
2項：中枢神経系とそのはたらき
3項：抹消神経系とそのはたらき

・筋の種類と特徴とはたらきを理解し、説明するこ
とができる。
・神経系の成り⽴ち、中枢神経とそのはたらきを理
解し、説明することができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（15）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 ⽥島

講義
単位数

（時間数）

⽪膚とその付属器官(⽑・汗腺・脂腺・⽖)の構造と⽣理機能に関する知識を習得する。

学習内容 各回の到達⽬標

第１章  ⽪膚の構造 ⽪膚の構造に関する知識を習得する。

保健 (⽪膚科学)

2026年度 実施時期

⽪膚とその付属器官の構造と機能に関する知識を習得し、問題解答能⼒を養う。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

保健 (⽇本理容美容教育センター)

学科試験

第４章  ⽪膚と⽪膚付属器官の⽣理機能-１ 体外保護作⽤・体温調節作⽤・知覚作⽤・⽪膚反
射・分泌排泄作⽤に関する知識を習得する。

第４章  ⽪膚と⽪膚付属器官の⽣理機能-２ 呼吸作⽤・吸収作⽤・貯蔵作⽤・⽪膚免疫・再⽣作
⽤・⽑と⽖の働きに関する知識を習得する。

第１章  〜 第４章の要点と問題・解答・解説 第１章  〜 第４章の要点をチェックし、総合問
題に対応出来るようにする。

第２章  ⽪膚付属器官の構造-１ ⽑髪の構造と特性に関する知識を習得する。

第２章  ⽪膚付属器官の構造-２ 脂腺・汗腺・⽖の構造と特性に関する知識を習
得する。

第３章  ⽪膚の循環器系と神経系 ⽪膚の⾎管・リンパ管・神経に関する知識を習
得する。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（15）

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 ⽥島

保健 (⽪膚科学)

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-２
蕁⿇疹・薬疹・⼝唇炎、温熱・寒冷による⽪膚
障害、⾓化異常による⽪膚疾患に関する知識を
習得する。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-３ ⾊素異常、分泌異常による⽪膚疾患、化膿菌に
よる⽪膚疾患に関する知識を習得する。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-４
ウイルス・真菌・衛⽣害⾍による⽪膚疾患、⽑
と⽖の疾患、⽪膚腫瘍に関する知識を習得す
る。

第５章  ⽪膚と⽪膚付属器官の保健-１
⽪膚の状態と全⾝・精神・栄養・嗜好品・病
変・⽔分/⽪脂の関係に関する知識を習得す
る。

第５章  ⽪膚と⽪膚付属器官の保健-２ ⽪膚/⽪膚付属器官とホルモンの関係、⽪膚/⽑
/⽖の保護や⼿⼊れに関する知識を習得する。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-１ ⽪膚の異常と病態、湿疹・⽪膚炎に関する知識
を習得する。

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

⽪膚とその付属器官の保健と疾患に関する知識を習得する。

学習内容 各回の到達⽬標

⽪膚とその付属器官の保健・疾患に関する知識を習得し、問題解答能⼒を養う。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

保健 (⽇本理容美容教育センター)

第５章  〜 第６章の要点と問題・解答・解説
第５章  〜 第6章の要点をチェックし、総
合問題に対応出来るようにする。

学科試験



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 １ 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

到達⽬標

２０２６年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

美容師として必要な⾹粧品化学の専⾨知識を習得し、提案⼒を⾝につける。

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 美容科 村松尚⼦

⾹粧品化学

⾹粧品総論２：⾹粧品の品質特性、法規制 安全性と安定性 ⾹粧品の品質特性と法規制、⾹安定・安全性の必要
性と問題について説明できる。

⾹粧品原料４：油性原料（油脂、ロウ類、炭化⽔素）および化
学の基礎概略、クリーム

有機化学の基礎概略を知り、エステルと油脂・ロウ
類・炭化⽔素の種類と性質、機能について説明でき
る。

⾹粧品原料５：その他の油性原料と機能、⾼分⼦化合物

⾹粧品原料９：雑貨原料
ヘアメイクアップ製品３：パーマ剤

パーマ剤の種類、機能は何か、どのような原理か、
説明できる。

ヘアメイクアップ製品４：ヘアカラー剤 ヘアカラーの種類と機能、原理と原料は何か、説明
できる

⾹粧品原料６：製品を安定させる配合原料、その他の機能性配
合原料１（保湿剤など）、サンケア

製品の安定させる配合原料の種類と機能、その他の
機能性配合原料（保湿剤など）の種類と機能につい
て説明できる。

⾹粧品原料７：その他の機能性配合原料２（ビタミンなど）、
ヘアメイクアップ製品２：スキャルプケア製品

その他の機能性配合原料（ビタミンなど）の種類と
機能、スキャルプケア製品の種類と機能、原料につ
いて説明できる。

⾹粧品原料８：⾊材、⾹料 ⾊材の種類と⾹料の種類は何か、どのような使われ
⽅をするか、説明できる。

①⾹粧品化学の学習の対象を明確にし、学習の流れ
をつかむ。②コロイド溶液の種類、乳化の状態、界
⾯活性剤の基本性質について説明できる。

⾹粧品原料２：界⾯活性剤の種類と応⽤ 界⾯活性剤の種類と使われ⽅について説明できる。

⾹粧品原料３：⽔性原料および化学の基礎概略、化粧⽔ 無機化学の基礎概略を知り、アルコールの種類と性
質と⽔性原料の種類と性質について説明できる。

後期学科試験

⾹粧品の機能と原料を理解し、適切に「お客様へ提案」するための基礎知識を得る。特に、オリジ
ナルシャンプーの成分を明確に理解し、学ぶ姿勢を養う。

スキンケア製品とメイクアップ製品の補⾜、試験対策
①スキンケア製品とメイクアップ製品の種類と機
能、原料の概略を説明できる。②国家試験を鑑みた
後期の知識を確実にする。

⾼級脂肪酸・⾼級アルコール・脂肪酸エステル・シ
リコーンの性質と機能、⾼分⼦化合物の種類・使わ
れ⽅について説明できる。

ヘアケア製品１：シャンプー・リンス・トリートメント料 シャンプー・リンス・トリートメント料の種類・機
能・原料、その界⾯活性剤について説明できる。

⾹粧品総論１：⾹粧品の社会的意義
⾹粧品原料１：⾹粧品の成り⽴ち、コロイド溶液の基礎、界⾯
活性剤の基本性質

ヘアメイクアップ製品１：ヘアスタイリング料、試験対策
①スタイリング料の種類、機能と原料は何か、説明
できる。②国家試験を鑑みた前期の知識を確実にす
る。

前期学科試験



評価⽅法

テキスト

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター編：⾹粧品化学



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（7）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

現代までの髪型・メイク・服装の変化の過程を知り、美の成り⽴ちやあり⽅を理解する

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

第3章：ファッション⽂化史（⽇本編）
 縄⽂・弥⽣・古墳時代
 中世・近世Ⅰ・Ⅱ
 近代（明治・⼤正・昭和20年まで）
 現代Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

⾊の性質と眼の仕組みを理解する

第4章：ファッション⽂化史（⻄洋編）
 古代エジプト、古代ギリシャ・ローマ
 古代ゲルマン、中世ヨーロッパ、近世、現代

照明と⾊の⾒え⽅の違い、混⾊の仕組み
を理解する

講義
単位数

（時間数）

⽇本・⻄洋のヘア・メイク・服装の移り変わりを学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

第1章：総論
第2章：⽇本の理容業・美容業の歴史

⾊の役割を知り、⾊とは何かを理解する

職業実践専⾨課程 美容科 今野

⽂化論

2026年度 実施時期

⽂化論（⽇本理容美容教育センター）、配布プリント



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（23）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

PCCS⾊相環・トーンを学び⾊の仕組みを
  理解する

美容師に必要な⾊彩知識を⾊彩検定から学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋、齋藤

⽂化論（美容⾊彩学）

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

検定試験対策 過去問題を使⽤した試験対策

美容の仕事の中で⾊を活⽤し、提案ができるようになる

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽂化論（⽇本理容美容教育センター）

検定試験対策 過去問題を使⽤した試験対策

⾊のはたらき・光の⾊ ⾊の役割を知り、⾊とは何かを理解する

光と⾊ ⾊の性質と眼の仕組みを理解する

検定試験対策
検定試験の出題傾向から重要なポイント
を理解する。

検定試験対策
検定試験の出題傾向から重要なポイント
を理解する。

⾊彩⼼理
⾊が与える⼼理的影響によりどのように
⾒え⽅が変化するかを理解する

⾊彩調和
⾊の基本的な配⾊⽅法を学び、⾊彩調和
を理解する

試験

光と⾊
照明と⾊の⾒え⽅の違い、混⾊の仕組み
を理解する

⾊の表⽰
⾊の分類と三属性（⾊相、明度、彩度）

   を学び⾊の仕組みを理解する

⾊の表⽰



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（11）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回(２ｈ)

2回(４ｈ)

3回(６ｈ)

4回(８ｈ)

5回(10ｈ)

6回（11ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容技術理論

2026年度 実施時期

美容技術における⽤具・器具の取り扱い、衛⽣措置や各美容技術の基本知識を⼗分理解する

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

ネイル技術
ネイル技術に必要な⽤具類とテーブル
セッティング⽅法、基本的技術の⽬的と
⼿順、施術時の注意事項を理解する。

学期末試験
これまでの知識をペーパーテストにて測
定する

シャンプーイング
シャンプーイング技術に⼊るにあたっ
て、シャンプーイングの必要性、技術⼯
程、注意事項を理解する。

ヘアカッティング
ヘアカッティング⽤のシザーの種類、⽤
途、カット技法、ベーシックなスタイル
と作成⽅法を理解する。

エステティック
エステティックの⽬的、基本的な技法、
⽪膚科学や化粧品使⽤時の注意事項を理

  解する。

演習
単位数

（時間数）

美容技術理論の基礎とともに、技術内容とあわせて理解することが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

学ぶにあたって、⽤具理論
美容技術に必要な基本的知識や⽤具類の
役割および名称を理解する

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（13）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回(２ｈ)

2回(４ｈ)

3回(６ｈ)

4回(８ｈ)

5回(10ｈ)

6回(10ｈ)

7回(13ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

美容技術理論の基礎とともに、技術内容とあわせて理解することが出来るようにする。

⾼橋・藤野・⽩渡

メイクアップ

メイクアップ技術に必要な⽤具類とテー
ブルセッティング⽅法、基本的技術の⽬
的と⼿順、施術時の注意事項を理解す
る。

ヘアセッティング
ヘアセッティングに必要な⽤具類とテー
ブルセッティング、各技術の種類と技術
⼯程、デザインの種類を理解する。

ヘアカラーリング
染⽑剤の種類、染⽑の仕組み、塗布⽅
法、薬剤の注意事項とパッチテスト⽅法
を理解する。

⽇本髪、着付けの理論と技術

⽇本髪の種類と歴史、⽇本髪の基本的な
技術⼯程と⽤具類の名称と使⽤⽅法、着
物の種類と歴史、着付けの基本的な技術
⼯程と帯むずびの種類を理解する。

学習内容 各回の到達⽬標

ヘアデザイン
デザインを考えるにあたって、錯視の取
り⼊れ⽅を中⼼にデザイン作成の基本的
な考え⽅を修得する。

パーマネントウェービング

パーマネントウェービングの仕組み、薬
剤の種類と使⽤⽅法および注意事項、
パーマネントウェービングのデザインと
技術⼯程を理解する。

職業実践専⾨課程 美容科

美容技術理論

2026年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

学期末試験
これまでの知識をペーパーテストにて測
定する

美容技術における⽤具・器具の取り扱い、衛⽣措置を⼗分理解し、美容師としての基礎的技能を習
得する。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（19）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

⽑髪化学を理解し、⽑髪の診断やそれに対する処置の仕⽅、アドバイスをする為の知識技能を修得
する

学習内容 各回の到達⽬標

ヘアケアマイスター「３つの説明責任」
・第１章１.⽑髪の構造と働き・２.タンパク質とは

３つの説明責任の理解をし、⽑髪の構
造、タンパク質の理解ができる

第１章３.pHと⽑髪の４つの結合・４.⽑髪のダメージの
原因・５.⽑髪のダメージのプロセス

４つの結合を理解し、⽑髪のダメージと
は何か理解ができる

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容技術理論
（ヘアケアマイスター）

2026年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

ヘアケアマイスターブック

第1章問題 第1章の知識が理解できる

第2章問題 第2章の知識が理解できる

第3章問題 第3章の知識が理解できる

第３章４.スタイリング剤の成分と働き、効果・５.ホーム
ケアアドバイス・○ヘアケア剤Q&A

スタイリング剤の知識を習得、ホームケ
アを相モデルでアドバイスできる

ヘアケアマイスタープライマリー模擬筆記試験
ヘアケアマイスタープライマリーの知識
が理解でき、合格点を取ることができる

ヘアケアマイスタープライマリー検定の知識を習得し、⽑髪科学の理解ができ相モデルで実践がで
きる

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

第２章１.⽑髪のカウンセリングに対して、・２.お客様の
悩みを聞く・３.現状の⽑髪の状態を⾒極める・４.髪質を
⾒極める・５.くせ⽑について

１〜５で学んだ事を習得し、相モデルで
カウンセリングができる

第２章６.髪質と施術時間を関係・７.⽑髪のダメージレベ
ル・８.技術プロセスにおける前・後処理の⽬的・９.⽑髪
の健康な状態・１０.⽑髪の健康診断⽅法 ⽑髪のデータ

６〜１０の知識を習得し、⽑髪の診断⽅
法を理解できる

第３章１.界⾯活性剤について・２.シャンプー剤の成分と
働き、効果・３.トリートメント剤の成分と働き、効果

界⾯活性剤とシャンプー剤トリートメン
ト剤の知識を習得し、成分と種類を理解
できる

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（17）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

第３章ヘアケア剤編復習・問題 第３章の復習をし再度理解できる

ヘアケアマイスタープライマリー過去問題
ヘアケアマイスタープライマリーの知識
が理解でき、合格点を取ることができる

ヘアケアマイスタープライマリー過去問題
ヘアケアマイスタープライマリーの知識
が理解でき、合格点を取ることができる

ヘアケアマイスタープライマリーコースの検定の知識を基にお客様の⽑髪診断、それに対する処
置、アドバイスを為に知識技能を修得する。

学習内容 各回の到達⽬標

はじめに・第１章⽑髪化学編 復習・問題 第１章の復習をし再度理解できる

第２章⽑髪のカウンセリング編 復習・問題 第２章の復習をし再度理解できる

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容技術理論
（ヘアケアマイスター）

2026年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

ヘアケアマイスターブック

ヘアケアマイスタープライマリーコースに合格する

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

ヘアケアマイスタープライマリー過去問題
ヘアケアマイスタープライマリーの知識
が理解でき、合格点を取ることができる

ヘアケアマイスタープライマリー過去問題
ヘアケアマイスタープライマリーの知識
が理解でき、合格点を取ることができる

ヘアケアマイスタープライマリー模擬筆記試験
ヘアケアマイスタープライマリーの知識
が理解でき、合格点を取ることができる

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（80）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回(２ｈ)

2回(４ｈ)

3〜5回
(6〜10ｈ)

6〜8回
(12〜16ｈ)

9〜13回
(18〜26ｈ)

14〜17回
(28〜34ｈ)

18〜21回
(36〜42ｈ)

22回
(44ｈ)

23〜28回
(46〜56ｈ)

29〜31回
(58〜62ｈ)

32〜38回
(64〜76ｈ)

39~40回
(77~80ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

実習
単位数

（時間数）
ワインディング技術を通して、頭部の各ブロックの特徴を理解させる。頭部と技術者の体の適切な
位置関係を理解させる。コームの基本的な動作を⾝につけさせる。

学習内容 各回の到達⽬標

ワインディング理論、ウィッグ・コーム等を使⽤しなが
ら確認

基礎となる理論を理解し、作業の想像が
できる。

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（オールパーパス）

2026年度 実施時期

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

各ブロックの特徴を理解したうえで、左
右対称に全頭巻き収めることができる。

全頭50分→30分タイム⼊れ、基礎練習
全頭巻き収める⼯程、仕上がりから不⾜
している技術を判断できる。

全頭30分試験(ブロッキング３分でとった後）
定められた時間内に全頭巻き収めること
ができる。

頭部の形状を理解し、頭⽪に対して任意の⾓度に⽑髪を分け取り引き上げることができる。基礎と
なるワインディング技術を習得し、頭部の各部において複数径のロッドを正確に巻き収めることが
できる。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

1本1分巻き、センタータイム⼊れ
定められた時間内に上・下巻きを正確に
⾏うことができる。

25分センター試験
定められた時間内に⽑髪の分け取りから
ワインディング作業までを正確に⾏うこ
とができる。

左右バックサイド・サイド展⽰、練習
頭の丸みを理解し、ロッドをオンベース
に巻き収めることができる。

ブロッキングタイム⼊れ、上巻き、下巻き展⽰、練習
基礎となる上・下巻きを適切に⾏うこと
ができる。

ブロッキングタイム⼊れ、センター巻き練習
定められた時間内に正確な分け取りがで
きる。

全頭巻き⽅確認、練習

コームワーク、ブロッキング
コームを⽤いて任意に⽑髪の分けとりが
できる。

ブロッキング、ウィッグカット
カットを通して各部のステムやスライス
を理解し、作業に適した⻑さ・⾓度で⽑
髪を切ることができる。

ブロッキング、上巻き展⽰・練習
ワインディング技術における注意点を説
明できる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（40）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜2回
(2〜4ｈ)

3〜6回
(6〜12ｈ)

7〜8回
(14〜16ｈ)

9〜10回
(18〜20ｈ)

11〜17回
(22〜34ｈ)

18回
(36ｈ)

19〜20回
(38〜40ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 美容科

定められた時間内にセイムレングスカッ
トができる。

⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（カット セイムレングス）

2026年度

アウトサイドカットの練習・オンベース引き出し練習
頭⽪に対して直⾓に⽑髪を引き出すこと
ができる。

セイムレングス⼿順説明・練習
正確な⽑髪の引き出しによって同じ⻑さ
で切ることができる。

刈り上げによるセイムレングスカット
基本的なコーム・シザーワークを⾏うこ
とができる。

実施時期

実習
単位数

（時間数）
頭部の形状を理解させ、頭⽪に対して直⾓に⽑髪を引き出せるようにする。施術⾯の⾼さや向きに
応じて、正しい作業姿勢をとれるようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

カットウィッグ創作、撮影
⾝につけた技術を想像通りに表現するこ
とができる。

セイムレングス ⼀連⼿順練習
1回のシェープでオンベースに引き出すこ
とができる。

セイムレングス ⼀連タイム⼊れ
時間を意識して繰り返しオンベースに引
き出すことができる。

セイムレングス実技試験

頭部の形状を理解したうえで、その形状に沿ったカットができる。セイムレングスカットの表現を
理解し、創作するスタイルに取り⼊れることができる。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（40）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回(2ｈ)

2回(4ｈ)

3回(６ｈ)

4〜5回
（10ｈ）

6〜7回
（12ｈ）

8回
（16ｈ）

9回
(18ｈ)

10回
（20ｈ）

11〜13回
（26ｈ）

14回
（28ｈ）

15〜17回
（34ｈ）

18〜20回
(40ｈ)

実施時期

実習

ウイッグの洗い⽅・道具の扱い⽅

・ウイッグの洗い⽅を通して道具を丁寧
に使うことの意味を知ることができる
・作業しやすい道具配置からお客様を意
識したテーブルセッティングができる

ワックスの塗布の仕⽅・ドライヤーによる癖づけ・ホッ
トカーラの使い⽅

・夜会巻きを上⼿に作るための仕込みの
⼤切さを理解する
・ワックスの量から塗布の仕⽅・ドライ
ヤーによる癖づけ・ホットカーラの使い
⽅がわかる

ワックスの塗布の仕⽅・ドライヤーによる癖づけ・ホッ
トカーラの使い⽅

・夜会巻きを上⼿に作るための仕込みの
⼤切さを理解する
・ワックスの量から塗布の仕⽅・ドライ
ヤーによる癖づけ・ホットカーラの使い
⽅ができる
・夜会巻きの⼟台となる１束の結び⽅が
できる

セット技術における⽤具類の取り扱い⽅、セット剤の種類と⽤途、スタイル作成に必要な基礎的知
識技能を修得する。

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（セット 夜会巻き）

2026年度

・コテの使い⽅を覚える（リバース、フォワード）
・コテを使った作品を作れるようになる
・⼈頭でセットが出来る

夜会巻き上半分（逆⽑のたて⽅、すき⽑の付け⽅、ピン
の⽌め⽅）

夜会巻き上半分（逆⽑のたて⽅、すき⽑
の付け⽅、ピンの⽌め⽅）覚えて制作で
きる

仕込みから夜会巻き１体完成させる
タイムに⼊れることが出来る（仕込み30
分、仕上げ30分）

セット試験（仕込み25分、仕上げ20分）

仕込みから夜会巻き１体完成させる

・タイム⼊れることができる（仕込み25
分、仕上げ25分）
・タイムに⼊れることができる（仕込み
25分、仕上げ20分）

模擬試験（仕込み25分、仕上げ20分）セット試験準備

前回の復習
すき⽑の作り⽅、つけ⽅、ピンの使い⽅、逆⽑の⽴て⽅

すき⽑の作り⽅、つけ⽅、ピンの使い
⽅、逆⽑の⽴て⽅ができる

夜会巻きねじり上げ
仕込みまで３５分でタイム⼊ることがで
きる
夜会巻きねじり上げの仕⽅ができる

夜会巻きねじり上げチェック
仕込み３５分＆夜会巻きねじり上げの
チェック15分

単位数
（時間数）



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

⽤具類の取り扱い⽅、セット剤の種類と⽤途を理解し、夜会巻きスタイル作成に必要な⾯構成の基
礎的知識技能を修得する。

各期実技試験(100点満点)と筆記試験(100点満点)の平均で評価する。なお、所定授業時数（全体の
4/5）を下回る学⽣は受験することができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（40）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回(2ｈ)

2回(4ｈ)

3〜４回
(6〜8ｈ)

5〜6回
(10〜12ｈ)

7〜10回
(14〜20ｈ)

11〜15回
(21〜30ｈ)

16〜18回
(31〜36ｈ)

19〜20回
(37〜40ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

復習、教室にてウィッグを使⽤してシャンプー⼿順を説
明・練習

頭部の形状や⼿技の種類を理解する。

実習室の使⽤⽅法と注意、ご案内、ブラッシング、プ
レーンリンス

設備の使⽤⽅法を理解し、安全に使⽤す
ることができる。

ご案内、ブラッシング、プレーンリンス、ワンシャン
プー

⽑髪を⼗分に濡らし、シャンプー前の処
理ができる。

顧客との距離感を掴み、正しい作業姿勢を⾝につけることで故障を予防させる。顧客それぞれの⽑
髪や頭部の形状の違いを理解させる。

学習内容 各回の到達⽬標

⽤具の説明、タオル・クロスの掛け⽅、ブラッシング説
明・練習

顧客との距離感を理解し、正しい作業姿
勢をとることができる。

ブラッシング、マッサージ説明・練習(相モデル)
顧客に⼒加減を確認し、最適化すること
ができる。

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（サイドシャンプー）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

作業に適した姿勢や、頭部の形状に対する⼿技等と理解し、説明できる。各技術の⽬的を説明で
き、それに沿って施術をすることができる。

各期実技試験(100点満点)と筆記試験(100点満点)の平均で評価する。なお、所定授業時数（全体の
4/5）を下回る学⽣は受験することができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

ご案内〜ワンシャンプー〜マッサージ
シャンプーによって⼗分に汚れを落とす
ことができる。

ご案内〜ワンシャンプー〜マッサージ通し練習
施術の⼀連の⼿順を理解し、施すことが
できる。

ワンシャンプーテスト
施術の⼀連の⼿順を理解し、施すことが
できる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（24）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回(2ｈ)

2回(4ｈ)

3回(6ｈ)

4回(8ｈ)

5回(10ｈ)

6回(12ｈ)

7回(14ｈ)

8回(16ｈ)

9〜10回
(18〜20ｈ)

11〜12回
(21〜24ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

実施時期

実習
単位数

（時間数）
⼿指及び⽖周辺の健康と美しさを保つための技術と知識を⾝につける。顧客に触れる部分であるこ
とから常に衛⽣状態への関⼼を⾼めさせる。

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（ネイル）

2026年度

油分除去、カラーリング
⽖甲部に過不⾜なくポリッシュ塗布を⾏
うことができる。

ネイルチェック60分(相モデルA・B)・筆記試験
施術上の留意点、正しい⼿順の理解を確
認する。

⼿指及び⽖周辺の構造を理解し、ネイルケア施術の意義を説明できる。ならびに、ネイルケア施術
の⼿順を理解し、説明及び施術を⼗分(8割以上)に⾏うことができる。

実技試験(ABC評価)ならびに筆記試験(100点満点)で総合的に評価する。なお、所定授業時数（全体
の4/5）を下回る学⽣は受験することができない

ケア ⼀連確認しながら施術
施術上の留意点を認識し、⼀連の⼿順を
理解する。

ケア ⼀連(30分)
定められた時間の中で、⼀連の⼿順を施
術することができる。

カラーリング⼿順説明、カラーリング練習
⼿指の構造から、正しい⼿順でポリッ
シュ塗布を⾏うことができる。

[導⼊]教材配布、事前準備、ケア⼿順説明(座学)
テーブルセッティングの配置の意義を説
明できる。

ケア⼿順説明、⼿指消毒、ポリッシュオフ、ファイリン
グ

⽖の形状5種を理解し、任意の形状に施術
できる。

前回内容、キューティクルクリーン、キューティクル
プッシュ

処置すべき部位とそうでない部位を⾒分
けることができる。

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

カラーリング練習(30分)
定められた時間の中で⽖甲部の8割以上に
塗布ができる。

ケア・カラーリング ⼀連(60分)
定められた時間内に正しい⼿順で施術を
⾏うことができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（12）

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

4

5

6

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

ヘアカラーの仕組み・種類を理解し、基本的な技術を習得する

学習内容 各回の到達⽬標

ヘアカラー理論（ヘアカラーの種類・染⽑メカニズム・
⽑髪レベルとアンダートーン）

カラー剤の種類・染⽑メカニズム・⽑髪
レベルとアンダートーンを学び、サロン
カラーの知識、理解を深める

ヘアカラー染⽑実習（⽑束を使⽤したブリーチでのヘア
カラー実習）

ブリーチ剤の特徴を知り、ブリーチ剤の
⽬的、使⽤場⾯を理解する

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡・齋藤

美容実習（ヘアカラーリング）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

ヘアカラーの理論と実習を通して⽬的にあった薬剤選択ができるようになる

実技試験およびチェック試験、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価する。なお、所定授業時
数（全体の4/5）を下回る出席者は評価対象としない。

ヘアカラー実習（ウィッグを使⽤したヘアカラー実習）
ウィッグを使⽤してカラー剤を塗布し、
ヘアカラーの理解を深める

ヘアカラー染⽑実習（⽑束を使⽤したカラー剤でのヘア
カラー実習）

ブリーチをした⽑束を使⽤してカラー剤
の種類による発⾊の違いを学ぶ

ヘアカラー実習（ウィッグを使⽤したヘアカラー実習）
カラー塗布の⼿順・カラーブラシの使い
⽅を理解する

ヘアカラー実習（ウィッグを使⽤したヘアカラー実習）
カラー塗布の⼿順・カラーブラシの使い
⽅を理解する



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（12）

教育⽬標・ね
らい

授業回

1

2

3

4

5

6

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

カラーチャート作成(⽑束のブリーチ) 脱⾊剤の性質を再確認し、説明できる。

カラーチャート作成(各⽑束の染⽑)
⽑髪の状態による発⾊の変化を説明でき
る。

グラデーション、バレイヤージュ、ハイライト
⼿順、塗布量等によるデザインの違いを
説明できる。

デザイン考想・決定、デザインシート記⼊
現状の知識と技術から実現可能なデザイ
ンを想定することができる。

デザインカラーウィッグの作成
想定したデザインへの道筋を論理的に組
み⽴てることができる。

デザインカラーウィッグの作成
想定した仕上がりとの差異を認識し、改
善策を考えることができる。

各染⽑剤・料の性質を理解したうえで、⽑髪の状態から仕上がりを想定し、任意のデザインを⽬指
すことができる。

仕上がり・独⾃性・想定デザインの実現率から総合的に判断し、4段階(A〜D)で評価する。

美容実習（ヘアカラーリング）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
各染⽑剤・料の性質から、任意の⾊調・デザインを表現することができるようにする。⽬標とする
⾊を表現したうえで、全体のデザインへと昇華させる。

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡・齋藤



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1回(２ｈ)

2〜4回
(4〜8ｈ)

5回(10ｈ)

6回(12ｈ)

7回(14ｈ)

8回(16ｈ)

9回(18ｈ)

10〜14回
(20〜28ｈ)

15回(30ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

ワンレングステスト(カット30分ブロー30分)、筆記試験
定められた時間の中で技術と知識を発
揮・説明することができる。

ハーフラウンドブラシの使い⽅説明・練習、ブロー
ブラシの使い⽅、⾵の使い⽅を理解す
る。

全頭ブロー、チェックカット
仕上がりからカット、ブローの問題点を
判断できる。

全頭カット、ブロー、チェックカット、タイム⼊れ
定められた時間内に全⼯程を施術し、修
正することができる。

開閉テスト、ブロッキングテスト、ワンレングスの切り
⽅

習得した技術を使⽤して実際に⽑髪を
カットすることができる。

ワンレングスの切り⽅説明・練習
シザースを使って正確なカットをするこ
とができる。

全頭ワンレングスカット、ハンドブロー、ラップブロー
ワンレングスカットの⼿順を説明でき
る。

学習内容 各回の到達⽬標

カット技法、シザースの構造、使⽤後の⼿⼊れを説明、
開閉練習

技法毎の特徴を理解する。シザースカッ
トの仕組みが説明できる。

基本的なシザースの取り扱いを理解し、カットによる⽑髪の変化をブローを加えることで表現する
ことができる。ならびに仕上がりから問題点を判別し、適切な修正ができる。

各期実技試験(100点満点)と筆記試験(100点満点)の平均で評価する。なお、所定授業時数（全体の
4/5）を下回る学⽣は受験することができない

開閉練習、ブロッキング、インサイドカット、⼿⼊れ
シザースの持ち⽅と開閉を習得し、⽑髪
を適切に扱うことができる。

美容実習（カット ワンレングス）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
ワインディング技術を通して、頭部の各ブロックの特徴を理解させる。頭部と技術者の体の適切な
位置関係を理解させる。コームの基本的な動作を⾝につけさせる。

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1回
(2ｈ)

2〜3回
(4〜6ｈ)

4回
(8ｈ)

5〜6回
(10〜12ｈ)

7回
(14ｈ)

8〜9回
(16〜18ｈ)

10回
(20ｈ)

11回
(22ｈ)

12〜14回
(24〜28ｈ)

15回
(30ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

実習

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（カット グラデーション）

2026年度 実施時期

ラウンドグラデーションカットの⼀連の⼯程
リフトアップ・ダウン各々の⽬的を説明
できる。

サイドグラデーションカットの⼿順説明・練習
グラデーションにおける各テクニックを
施すことができる。

サイドグラデーションカットの⼀連の⼯程
仕上がりを意識してグラデーションカッ
トができる。

ローグラデーションカットの⼿順説明・練習
ステムによるシルエットの差を理解す
る。

ローグラデーションの⼀連の⼯程
⽬的に応じたステムにパネルを引き出す
ことができる。

ラウンドグラデーションカットの⼿順説明・練習
グラデーションの⾓度のつけかたを理解
する。

単位数
（時間数）

カットにおけるステムとカットラインの変化による表現の違いを理解させる。カットの基本的な技
法を理解させ、スタイルに取り⼊れる想像をさせる。

学習内容 各回の到達⽬標

開閉とブロッキング練習、パネルの⾓度とシルエットの
説明

ステムとスタイルの関係を説明できる。

基礎となるカット技法を理解するとともに、表現や⽬的に応じたテクニックを理解している。仕上
がりを想像し、カット技法の選択、ブローによる仕上げができる。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

サイドグラデーションウィッグのブロー⼿順説明・練習
仕上がりを意識してブローすることがで
きる。チェックができる。

サイドグラデーションカット＆ブロータイム⼊れ練習
仕上がりを想像してカット・ブローがで
き、時間内に仕上げられる。

【実技試験】サイドグラデーションカット＆ブロー
⽬標となるスタイルに対して意図した技
術を施すことができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（38）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回
(2ｈ)

2回
(4ｈ)

3回
(6ｈ)

4回
(8ｈ)

5〜6回
(10〜12ｈ)

7〜8回
(14〜16ｈ)

9〜10回
(18〜20ｈ)

11〜12回
(22〜24ｈ)

13〜15回
(26〜30ｈ)

16回
(32ｈ)

17回
(34ｈ)

18〜19回
(36〜38ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

美容実習（カット メンズスタイル）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
性別による⽑髪の質の違い、留意点を理解させ、表現の幅を広げる。強さやシャープさという表現
のための技法を⾝につけさせる。

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

試験スタイルのタイム⼊れ練習
定められた時間内に正確なカッティング
技法を⽤いることができる。

⾃信の持っている技術や技法からどのような表現が可能か想像することができる。また、想像した
スタイルを実際に作品として表現することができる。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

ツーブロック、ブロースタイリング
ツーブロックの特徴を理解し、スタイリ
ングができる。

ソフトモヒカン、坊主、ブロースタイリング
⽑髪の⻑さによるスタイルの変化を理解
し、スタイリングができる。

試験スタイルの展⽰・練習
⾝についたカッティング技法を⽤いて、
任意のスタイルを表現できる。

セニング、ポインティング、スライドカットの確認・練
習

スタイルを表現するためのカッティング
技法を理解する。

レイヤー、セイムレングスカットのおさらい
基礎となるカッティング技法を理解す
る。

セニング、ポインティング、スライドカットでのスタイ
ル表現

習得したカッティング技法を使⽤し、ス
タイルを表現できる。

学習内容 各回の到達⽬標

性別により求められる表現の違い、頭部の形状の特徴
性別ごとにベースとなるスタイル、頭部
の形状の違いを説明できる。

ワンレングス、グラデーションカットのおさらい
基礎となるカッティング技法の特徴を理
解する。

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

メンズスタイル試験
定められた時間内に正確なカッティング
技法を⽤いることができる。

デザインシート作成
⾝につけた技術から独⾃のスタイルを創
造することができる。

デザインシートを基にスタイル作成
⾃⾝で想像したスタイルを創り出すこと
ができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（40）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1回
(2ｈ)

2回
(4ｈ)

3〜4回
(6〜8ｈ)

5〜10回
(10〜20ｈ)

11〜17回
(22〜34ｈ)

18回
(36ｈ)

19〜20回
(38〜40ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

サイドシャンプーとの違いを理解させ、技術上の注意点を把握させる。また、その特徴からそれぞ
れの技術や処理との相性を認識させる。

学習内容 各回の到達⽬標

リアシャンプー理論、サイドとの差異の説明、⼿順説明 サイドとリアの違いを説明できる。

教室にてウィッグで⼿順確認・練習 理論上の注意点を説明できる。

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（リアシャンプー）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

リアシャンプー特有の利点・注意点をそれぞれ把握し、他の技術との関連や顧客の状態等からサイ
ド・リアの選択ができる。

ペーパーテスト(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験す
ることができない

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

ヘッドスパ理論、⼿順説明・練習(教室にてウィッグ) ヘッドスパの⽬的と⼿順を理解する。

ヘッドスパ練習、ペーパーテスト
頭部の形状に対して適切な⼿技が施せ
る。ペーパーテストはこれまでの施術⼯
程と意味合いの理解ができている。

実習室の使⽤⽅法と注意、プレーンリンス〜シャンプー
施設の使⽤⽅法と注意について説明でき
る。

シャンプー〜マッサージ〜ブロー練習・タイム⼊れ ⼿順を認識し、適切に施術できる。

シャンプー〜ブロー ⼀連テスト
定められた時間内に施術を完了すること
ができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回
(2ｈ)

2回
(4ｈ)

3〜4回
(6〜8ｈ)

5〜6回
(10〜12ｈ)

7回
(14ｈ)

8〜13回
(16〜26ｈ)

14~15回
(27~30ｈ)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

⾼橋・藤野・⽩渡職業実践専⾨課程 美容科

美容実習（メイクアップ）

2026年度 実施時期

まつ⽑エクステンション理論、装着練習
まつ⽑の特徴、技術上の留意点を説明で
きる。

スキンケア、ベース、各部メイク仕上げ(⽬標題材)タイ
ム⼊れ

定められた時間内にメイクアップを完成
することができる。

実技試験
定められた時間内に必要な施術を終える
ことができる。

スキンケア⼿順説明・練習(相モデル)
スキンケアの各⼯程の⽬的を説明でき
る。

ベースメイク⼿順説明・練習(相モデル)
ファンデーションの種類と⾊を⽬的に応
じて選択することができる。

アイ・アイブロウ・リップメイク⼿順説明・練習(相モデ
ル)

各部位の変化による印象の変化を認識す
る。

実習
単位数

（時間数）
各⽬的に合わせたメイクアップを理解させ、顔の特徴に合わせて施術できるようにする。
道具を表現の違いに合わせて使⽤し、似合わせを意識させる。

学習内容 各回の到達⽬標

メイクアップ理論、道具の説明、⼿⼊れの仕⽅
メイクの⽬的と関わる要素について説明
できる。

メイクの⽬的、メイクに関わる複数の要素を説明できる。さらに、顔の特徴に対して⽬的のメイク
を叶えるための技術や道具の選択が適切に⾏える。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「美容技術理論２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（10）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1回
(2ｈ)

2回
(4ｈ)

3回
(6ｈ)

4〜5回
（10ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

学習内容 各回の到達⽬標

まつ⽑エクステンションの装着、リムービング、テーピ
ング技術の習得

衛⽣管理を危惧し、安全・安⼼な技術の
習得を⽬指す

グルーの使⽤⽬的、ツイザーの持ち⽅、エクステンショ
ンの装着

グルーやツイザーの特性、使⽤⽅法を理
解する

美容実習（まつ⽑エクステンション）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
各⽬的に合わせたメイクアップを理解させ、顔の特徴に合わせて施術できるようにする。
道具を表現の違いに合わせて使⽤し、似合わせを意識させる。

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋

施術補助テープの種類と役割を学び、⽤
途に合わせたテープの選び⽅、テーピン
グの使⽤、リムーバーで丁寧に取り除く
ことができる

エクステンション装着

まつ⽑エクステンションの⻑さ、カー
ル、太さを学び、Cカールのエクステン
ションを装着できるようになる
衛⽣的に道具が配置されている安全・安
⼼な作業をすることができる

公益財団法⼈⽇本理容美容教育センター まつ⽑エクステンション

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となるメイクアップアーティスト養成の観点から授業を⾏う
公益社団法⼈ ⽇本理容美容教育センター アイラッシュエクステンションディレクター取得者が

 授業を⾏う

基礎となるJカールの装着、リムービング、テーピングを施術することができる

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

テーピング、リムービング



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（24）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回〜6回
（12ｈ）

7回〜9回
（18ｈ）

10回〜12回
（24ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

17
（60）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回〜6回
（12ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

現場経験を通した⾃⼰理解の深化と、⾃⼰の職業適性や将来設計について考え、主体的に進路を選
択できる⼒の養成

実務実習要項の到達⽬標の評価（5段階）とサロン指導者の評価（5段階）の平均で評価する。

実務実習要項、ビジネスマナーテキスト

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

学習内容 各回の到達⽬標

サロンワークにおける基本的な実務の理解と、学内にお
いて学んだ美容技術をどの様に実践するかを学ぶ

美容技術を実践する。また、現場を構成
する⼈間関係の中に⾝を置き、異なる年
齢や⽴場の違うスタッフとのコミュニ
ケーション能⼒を⾼めることの意義を理
解する

美容実習（実務実習）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
⾃らの進路⽬標を早期に明確化し、 進路⽬標の設定に伴って、教科科⽬に対する学習意欲を喚起す
る

模擬店において必ずお客様へ技術を提供する

模擬店への参加及び技術提供じにフィードバックシートを記⼊してもらい評価とする

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

模擬店を運営する

実習
単位数

（時間数）
これまで学んだ美容技術とビジネスマナーを学園祭の模擬店を通して⼀般のお客様に提供し成功体
験をする。

学習内容 各回の到達⽬標

模擬店で提供する技術を復習する
お客様へ提供できるレベルへ相モデルで
チェックし到達する

学園祭当⽇

模擬店の企画、⽴案
これまで学んだ美容技術でどこまで提供
できるかの案を出し合いプレゼンテー
ションをする

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

美容実習（美翔祭）

2026年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼尾

美容美術（デッサン）

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

美容師に必要な⾊彩知識を⾊彩検定から学ぶ

5つの⽬標を達成し、髪型を⾃由に表現することができる。

提出課題（作品）、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価する。なお、所定授業時数（全体の
2/3）を下回る出席者は評価対象としない。

モチーフのプリントアウトに着⾊することができ
る。

学習内容 各回の到達⽬標

デッサンとは何か？何を学ぶ事が出来るのか？
練消しゴムで正⽴⽅体を造る。正⽴⽅体をデッサンする。

脳内のイメージを⼿を使ってアウトプットする時、
正確に表現する事がどれだけ難しいかを理解する。

デッサンの基本：三⾓錐、円筒のデッサン
陰影を付けて⽴体感を表現する。

スケッチブックの中で、モチーフをどの位置にどの
位の⼤きさで描くか。構図の⼤切さを知る。

デッサンの基本2：球体のデッサン
陰影を付けて⽴体感を表現する。

スケッチブックの中で、モチーフをどの位置にどの
位の⼤きさで描くか。構図の⼤切さを知る。

模写1：モチーフの線画模写
モチーフのサイズの⽐率を正確に測る事を習慣づけ、⽬分量に頼らない

モチーフの線画模写をすることができる。

髪型の⾃由表現
⾃分のやってみたいカットの3⾯図を描く

髪型を⾃由に表現できるようになる。

髪型の⾃由表現
⾃分のやってみたいカットの3⾯図を描く

髪型を⾃由に表現できるようになる。

プリント

模写2：陰影を付ける
モチーフの中の陰影をどれだけ詳細に観察する事が出来るか

モチーフの線画模写をすることができる。

模写3：着⾊する
モチーフのプリントアウトに⾃由に着⾊する。

モチーフのプリントアウトに⾃由に着⾊することが
できる。

模写3：着⾊する
モチーフのプリントアウトに⾃由に着⾊する。

モチーフのプリントアウトに⾃由に着⾊することが
できる。

模写4：モチーフの線画模写
モチーフのサイズの⽐率を正確に測る事を習慣づけ、⽬分量に頼らない

モチーフのサイズの⽐率を正確に測ることができ
る。

模写4：モチーフの線画模写
モチーフのサイズの⽐率を正確に測る事を習慣づけ、⽬分量に頼らない

モチーフのサイズの⽐率を正確に測ることができ
る。

模写5：陰影を付ける
モチーフの中の陰影をどれだけ詳細に観察する事が出来るか

モチーフの中の陰影を詳細に観察することができ
る。

模写5：陰影を付ける
モチーフの中の陰影をどれだけ詳細に観察する事が出来るか

モチーフの中の陰影を詳細に観察することができ
る。

模写６：着⾊する
モチーフのプリントアウトに⾃由に着⾊する。

モチーフのプリントアウトに着⾊することができ
る。

模写６：着⾊する
モチーフのプリントアウトに⾃由に着⾊する。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 美容科 ⼋⽊

表現技術

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

電話応対のマナーと配慮するポイント。
職場での電話応対がスムーズにできるよう基本的な
流れを理解する。

電話の受け⽅
さまざまなケースで練習し、会話の流れや⾔葉づか
いを学び、読みやすいメモが書けるようになる。

電話のかけ⽅
かけ⽅のポイントと基本的な⾔葉遣いができるよう
になる。

「挨拶・第⼀印象」「働くということ・⾃律と⾃⽴」「接遇やビジネス
マナーの基本」「敬語」

接遇やビジネスマナーの基本を理解することができ
るようになる。

「キャリアの考え⽅」「会社の基本とﾙｰﾙ」「８つの意識①」「ケース
問題の練習と解き⽅のコツ」

会社の基本とルールや８つの意識を理解することが
できるようになる。

美容師に必要な⾊彩知識を⾊彩検定から学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

社会⼈としての⼼構え。話し⽅、聞き⽅のポイント。 ⾔葉づかいで⼈間関係が変わるという意味を知る。

好感のもたれる話し⽅（丁寧語、尊敬語、謙譲語の復習）
敬語の⽂法を再確認し、⽇常会話で使えるようにな
る。

敬語の練習問題
さまざまなケースを練習して社会⼈としてふさわし
い⾔葉遣いができるようになる。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

ビジネスマナーワークブック

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「ビジネス⽤語③」「指⽰・報告・
連絡・相談」

指⽰・報告・連絡・相談について理解することがで
きる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「社内⽂書・社外⽂書・５Ｗ２Ｈや
決まり事」「練習問題/過去問題」「ビジネス⽤語④」

社内⽂書・社外⽂書について理解することができ
る。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「社外⽂書続き・規則・郵便関係」
「過去問題」「⽂書関係練習問題」「ビジネス⽤語⑤」

規則・郵便関係について理解することができる。

「８つの意識②」「コミュニケーションの基本①」「ビジネス⽤語①」 ビジネス⽤語について理解することができる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「⾝だしなみ・職場でのルール・コ
ミュニケｰションの基本②」

⾝だしなみやコミュニケーションについて理解する
ことができる。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「ビジネス⽤語②」「ビジネス話し
⽅・敬語の使い⽅・聞き⽅の基本」

敬語や話し⽅・聞き⽅について理解することができ
る。

「WHAT'S NEW? 今⽇のニュース」「仕事への取り組み⽅・（⾮）定型
業務・パソコン・個⼈情報・Eメールとその使い⽅」「グラフ・表問題
練習」「電話応対と実践」

グラフ・表問題について理解することができる。

社会⼈2年⽬くらい迄のビジネス系知識、就職活動や職場での仕事に直結して活かせるビジネスマ
ナーや教養、コミュニケーション能⼒を獲得。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7
（６時間）

8
（６時間）

9

10

11

12

13

14

15

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

⾝だしなみ＋⽴ち居振る舞い
「2-1 ⾝だしなみ、2-2 ⽴ち居振る舞い」

『品性』のある⾝のこなしを学び、実践する。

ビジネスパーソンとは➀ 「1-4働く⼼構え」
時間意識 納期意識 健康意識

『９つの意識』を理解し、学園⽣活での⾏動に
も活かせるようにする。加えて、正しい価値
観・職業観を学ぶ。

⾔葉遣い➀ 「1-2 OK⾏動、3-1 敬語、3-2 敬語のテクニッ
ク、3-3 気になる⽇本語、3-4 よく使う接客⽤語」

職業⼈（美容師）としての⾔葉の使い⽅を学
び、表現できる

ビジネスパーソンとは②「1-3 NG⾏動、1-5 話の聞き⽅、1-6
笑顔」

良質なコミュニケーションを築くための基本マ
ナーを知る。加えて、「話し⼿」と「聞き⼿」
のマナーを知る。

ビジネスパーソンとしてのマナー
「6-1 時間のマナー、6-2 仕事上⼿のコミュニケーション、6-3
PDCA」

職場での円滑な関係性を築くための基本マナー
の習得。

ビジネスマインド

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

社会的コミュニケーションの基礎となる相⼿への気配り・⼼配りの意義を深く理解する。
そして、それを形として表現するための各種技法の意味を理解し、適切に実践できるようになる。

学習内容 各回の到達⽬標

ビジネスパーソンとは 「1-1学⽣と社会⼈との違い」 職業⼈としての⾃覚を芽⽣えさせる。

「6-4 コンプライアンスとは、6-5 公私の区別、6-10 SNSの使
い⽅とマナー」

守るべき⾏動規範を理解し、社会の⼀員として
モラルを守って⽣活することができる。

「4-1 ⽅向や商品の⽰し指し、4-2 案内誘導、4-3 飲み物の提
供、4-4 物の授受、4-5 お会計、4-6 お出迎え･お⾒送り」

接遇リテラシーを習得し、実務実習で実践す
る。

来客対応② 「4-1 ⽅向や商品の⽰し指し、4-2 案内誘導、4-3
飲み物の提供、4-4 物の授受、4-5 お会計、4-6 お出迎え･お⾒
送り」

接遇リテラシーを習得し、⼊店（就職）後に実
践できるようにする。

実務実習事前指導

宿泊オリエンテーション

宿泊オリエンテーション

宿泊オリエンテーション 振り返り
LESSON1 ビジネスパーソンとは② 「1-4働く⼼構え」⽬標意
識 顧客意識

ビジネスパーソンとは② 「1-4働く⼼構え」
協調意識 改善意識

『９つの意識』を理解し、学園⽣活での⾏動に
も活かせるようにする。加えて、正しい価値
観・職業観を学ぶ。

ビジネスパーソンとは③ 「1-4働く⼼構え」
品質意識 コスト意識

『９つの意識』を理解し、学園⽣活での⾏動に
も活かせるようにする。加えて、正しい価値
観・職業観を学ぶ。



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

実務実習・学外実習等、学外で店舗顧客と相対する際、学んだ知識、技術そして⼼構えを適切に活
かして顧客からの信頼を得ることができる。

個⼈⽬標振り返りによる⾃⼰評価と、それに基づく担任⾯談の結果による。なお、所定授業時数
（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない

ビジネスマナーワークブック



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（10）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

1. 美容サロンのシチュエーションで、ボキャブラリの学習を主体として将来に役⽴てる。
2. シンプルな⽂系を繰り返し使い、実⽤的なフレーズの定着を図る。
3. アクティビティを通し、実践的かつ英会話の楽しさを学べる演習を実施する。

学習内容 各回の到達⽬標

Warm Up -⾃⼰紹介
Unit 1 - Dates and Times

基本的な挨拶、時間、曜⽇、⽇付の会話表現を
習得する

Warm Up - 異⽂化や英語でのコミュニケーションを学ぶ
Unit 2 - Greeting A Client

挨拶からお待ちいただくまでの会話に必要な単
語やフレーズを習得し、会話をする

Warm Up - 異⽂化や英語でのコミュニケーションを学ぶ
Unit 4 - Chatting with A Client
Unit 5 - Shampooing

出⾝地、天気、趣味等のやりとりや シャン
プー関連の単語やフレーズを習得し、会話を英
語で⾏う

職業実践専⾨課程 美容科 藤原

⾼度総合美容技術理論
（美容英会話）

2026年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

アクティビティを通し、実践的かつ英会話の楽しさを学べる演習を実施し、将来に役⽴てる。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

English for Beauty Salons

Warm Up - 異⽂化や英語でのコミュニケーションを学ぶ
Review - Unit 4, 5 の復習
Unit 6 - Counselling

頭部のボキャブラリ 、お客様のカウンセリン
グ関連の単語やフレーズを習得し、カウンセリ
ングを英語で⾏う

Warm Up - Unit 6 の復習
Unit 7 - Cutting
Role-play 実践的な練習

髪型関連のボキャブラリ、フレーズの習得
全5回で習得した知識を使って英語で会話を⾏
う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（10）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
（3ｈ）

2
（4〜6ｈ）

3
（7〜10ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 美容科

⾼度総合美容技術理論
（展⽰授業）

2026年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

業界の技術を⾒せ、憧れをもたせることで、ビジネスマナー（美容師の⼼構え）に加え基礎技術の
⼤切さを学び、今後の学校⽣活や授業時間の⼤切さを理解する

サロンスタイルのデモンストレーション、パネルディス
カッション（詳しい仕事内容や得意施術、⽣活感や働き
⽅について）

各サロンの特性を知りキャリアプランと
して個⼈の選択肢にできる

サロンスタイルのデモンストレーション、パネルディス
カッション（詳しい仕事内容や得意施術、⽣活感や働き
⽅について）

各サロンの特性を知りキャリアプランとして個
⼈の選択肢にできる

⾼橋・藤野・⽩渡

⾃⾝のキャリアプランを⽰すことができるようになる

各サロンの資料

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

レポート提出

学習内容 各回の到達⽬標

サロンスタイルのデモンストレーション、パネルディス
カッション（美容師の⼼構え）

各サロンの特性を知りキャリアプランと
して個⼈の選択肢にできる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（10）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
（3ｈ）

2
（4〜6ｈ）

3
（7〜10ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

サロンスタイルのデモンストレーション、パネルディス
カッション（詳しい仕事内容や得意施術、⽣活感や働き
⽅について）

各サロンの特性を知りキャリアプランと
して個⼈の選択肢にできる

就職活動の仕⽅、サロンの探し⽅や選び⽅について学ぶ サロン事の特性や基本情報の⾒⽅を理解する。

⾃⾝のキャリアプランを⽰すことができるようになる

レポート提出

各サロンの資料

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

⾼度総合美容技術理論
（展⽰授業）

2026年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

現場の技術のデモンストレーション通して、様々なサロンのコンセプトや運営形態の違い、技術の
応⽤を学び、⾃⾝が働いてみたいサロンや美容師としてのロールモデルを⾒つける

学習内容 各回の到達⽬標

サロンスタイルのデモンストレーション、パネルディス
カッション（詳しい仕事内容や得意施術、⽣活感や働き
⽅について）

各サロンの特性を知りキャリアプランと
して個⼈の選択肢にできる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

3
（10）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

2026年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

国家試験の意識と現場でも必要な知識を⾹粧品製造を通して学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

【ヘアシャンプーの製造】
基本となる⾼級アルコール系界⾯活性剤を配合したヘア
シャンプーの製造。配合成分や製造⽅法の解説、実際に
製造を⾏い洗浄剤に対しての知識を深める。

シャンプーの種類を知ることにより、今
後の実践に必要な知識を⾝に着け体感す
る。

職業実践専⾨課程 美容科 ⽴花

⾼度総合美容技術実習
（⾹粧品実験）

【アミノ酸系ヘアシャンプーの製造】
⾼級アルコール系界⾯活性剤を使⽤したヘアシャンプー
との違いや髪質により使い分けができるよう処⽅に配合
されている成分と製造⽅法の解説、実際に製造を⾏い洗
浄剤に対しての知識を深める。

シャンプーの種類を知ることにより、今
後の実践に必要な知識を⾝に着け体感す
る。

【ヘアトリートメントミルクの製造】
ヘアトリートメントミルクの処⽅に配合されている成分
と製造⽅法の解説、実際に製造を⾏いトリートメント剤
に対しての知識を深める。

ヘアトリートメントの種類を知ることにより、
今後の実践に必要な知識を⾝に着け体感する。

⾼級アルコール系とアミノ酸系シャンプーの成分による使⽤感や髪質による相性の違い、界⾯活性
剤の違いによりトリートメントとの作⽤機序の違いを理解し、製造できる。

対象とする試作品と同等のものを作製できること。
レポートを提出し、評価を⾏う。

各サロンの資料

実務経験者による実践的教育科⽬：担当教員は20年以上の化粧品製造会社での実務歴を有し、サロ
ンスタッフ(特にインターン)が施術する際に極めて重要な⽑髪に関する実践的知識を伝える



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

3
（60）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜3回
（6ｈ）

4〜6回
（12ｈ）

7〜9回
(18ｈ)

10〜12回
（24ｈ）

13〜15回
(30ｈ)

16〜18回
(36ｈ)

19〜21回
（42ｈ）

22〜23回
（46ｈ）

24回
（48ｈ）

25回
（50ｈ）

26〜27回
（54ｈ）

28〜30回
（60ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

⾼度総合美容技術実習
（選択授業 ヘアデザインコース）

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

ヘアデザイン制作に必要な展開図の知識、それを再現するためのカット、ブロースタイリングの技
術を修得する。

学習内容 各回の到達⽬標

サロンスタイル①・展開図(ワンレングス〜ローグラデーショ
ン）

指定スタイルを展開図に書き起こしカットがで
きる

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

サロンスタイル②・展開図（ローグラデーション 質感調整＆ブ
ロー）

指定スタイルのセニングの⼊れ⽅、ドライカッ
ト、ブロースタイリングができるようになる

スタイルの読み解き、展開図の作成、カットブロースタイリング技術を⽤いてそれらを再現する⼒
が⾝についている。

作品提出、プレゼンテーション

技術テキスト

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

ダイアグラム①（ワンレングススタイル）
ダイアグラムの書き⽅を理解し指定スタイルを
仕上げることができる

サロンスタイル③・展開図（前下がりグラデーション ベース
カット）

指定スタイルを展開図に書き起こしカットがで
きる

ダイアグラム②（グラデーションススタイル）
ダイアグラムの書き⽅を理解し指定スタイルを
仕上げることができる

サロンスタイル④・展開図（前下がりグラデーション 質感調
整＆ブロー）

指定スタイルのセニングの⼊れ⽅、ドライカッ
ト、ブロースタイリングができるようになる

ジオメトリック・カット①・展開図（カット＆ブロー 匠すと
競技作品）

指定スタイルを展開図に書き起こしカットがで
きる

ジオメトリック・カット②・展開図 (ブロー＆スタイリング
匠すと競技作品）

指定スタイルのセニングの⼊れ⽅、ドライカッ
ト、ブロースタイリングができるようになる

カラーリング（部分ブリーチ塗布、ウェービング）
指定スタイルのカラーリングができるようにな
る

カラーリング（オンカラー ヘアマニュキア）
指定スタイルのカラーリングができるようにな
る

ジオメトリック・カット③・展開図（ブロー＆スタイリング
匠すと競技作品）

指定スタイルのセニングの⼊れ⽅、ドライカッ
ト、ブロースタイリングができるようになる

作品制作、発表（プレゼンテーション）、写真撮影
これまで学んだ技術を⽤いて作品制作をし、プ
レゼンテーションをすることができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

3
（60）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
（2ｈ）

2〜3回
（3〜6ｈ）

4〜6回
（7〜12ｈ）

7〜8回
（13〜16ｈ）

9回
（18ｈ）

10〜11回
（19〜22ｈ）

12回
（24ｈ）

13〜14回
（25〜28ｈ）

15回
(30ｈ)

16〜17回
（31〜34ｈ）

18回
（36ｈ）

19〜21回
（37〜42ｈ）

22〜24回
（43〜48ｈ）

25〜27回
（49〜54ｈ）

28〜30回
（55〜60ｈ）

到達⽬標

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

国家試験の意識と現場でも必要な知識を⾹粧品製造を通して学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

各種⽤具の名称および使⽤⽅法、検定要項の確認と理解 検定に必要な情報が理解できる

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

⾼度総合美容技術実習
（選択授業 トータルビューティーコース）

学科対策
ネイルに関する基礎知識(衛⽣と消毒）を理解
することができる

ネイルケア〜ジェルネイル
定められた時間内の中で⼀連の流れを理解する
ことができる

学科対策
ジェルネイルに関する基礎知識を理解すること
ができる

ネイルケア〜ジェルネイル
定められた時間内に正しい⼿順に沿って塗布す
ることができる

学科対策
検定試験初級当⽇の流れに合わせ、ネイルの基
礎知識(衛⽣と消毒）、ジェルネイルに関する
知識が理解できる

美容実習で修得した「ネイルケア」技術の復習を相モデルで⾏
う

ネイルケアが⼀通り実施できる

ジェルネイル基礎
テーブルセッティングの配置と消毒管理につい
て説明できる

ネイルケア〜ジェルネイル
ネイルケア⼀連(35分タイム⼊れ）、ジェルネ
イル⼿指消毒、ジェルネイル塗布について理解
ができる

学科対策
ネイルに関する基礎知識(⽖の構造、⽖のトラ
ブル）を理解することができる

ネイルケア〜ジェルネイル
ジェルネイルアート(初級課題ピーコック）の
アートを理解し、描くことができる

ジェルネイルの基礎知識、技術を⾝に付け、ジェルネイルアートの基本的テクニックを修得する。

模擬試験
検定試験初級当⽇の流れに合わせ、時間内に正
しい施術を⾏うことができる

【JNAジェルネイル検定試験 初級】
ネイルケアのベーシックとジェルネイルを施術
するための必要な基礎知識と技術ができる

ジェルアート
基礎知識を活かした応⽤技術の習得、デザイン
が作れる（ピーコック応⽤、グラデーション、
フレンチネイル）

ジェルアート
基礎知識を活かした応⽤技術の習得、デザイン
が作れる（チェック柄、ツイード柄、ニットネ
イル、ミラーネイル）



評価⽅法

テキスト

特記事項

検定実技試験、ジェルネイルアート作品制作

JNAテクニカルシステム（ジェルネイル）、模擬学科プリント配布

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 1 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

3
（20）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
（2ｈ）

2〜5回
（3〜10ｈ）

6〜8回
（11〜16ｈ）

9〜10回
（17〜20ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 美容科 ⾼橋・藤野・⽩渡

⾼度総合美容技術実習
（匠すと）

課題提出（競技内容によって提出内容は異なる）

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の美容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

各競技規定に則り作品を完成させる【匠すと（校内コンテスト）】

1年次に修得した技術を⽤いて、各競技ごとに応⽤⼒を発揮することができるようになる。

各競技ごとにおいて仕込みを⾏う 計画に基づいた仕込みができている

各競技ごとにおいて本番を想定したタイム⼊れ
競技規定に沿った作品を仕上げることが
できている

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

匠すと（校内コンテスト）の各競技内容に合わせて、美容技術理論の基礎および技術内容の理解を
することが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

匠すとの競技内容の理解と実施計画の作成
各⾃が出場する競技内容が全て説明で
き、当⽇までの計画を作成する


